
　事業における公表にあたっての注意事項

　　　

回覧用チラシ、ポスター、看板等の作成物、広報誌等で（１）、（２）の表示がされている書類を

作成し、提出してください。表示が適切に行われていない場合には、助成金をお支払できません。

（１）主催：（申請団体名）

※ 主催者として記載できるのは、原則として申請団体である町会・自治会名のみです。

・Ｃ区分については、「共催」として、共同する全ての団体名を併記してください。

・D区分については、連携する他の地域団体について「連携団体」として、併記してください。

・Ａ・Ｂ・Ｄ区分で、チラシやポスター等に、申請団体以外の団体等が「共催」として記載

することは認められません。

・申請団体が構成員となっている実行委員会等を表記する場合は、

「主催： 申請団体名 ・○○実行委員会」と併記してください。

（実行委員会以外の併記は認められません。）

※ 他団体が事業に参加する場合、他団体の表記は「協力団体」、「参加団体」としてください。

（２）「令和７年度東京都地域の底力発展事業助成」対象事業

この文言（「令和７年度～」）は、変更せずにそのまま掲載してください。

但し、交付決定前のチラシ・ポスター等にこの文言を掲載することはできません。

■ ポスター、チラシ、広報誌等の冊子を作成する場合は、事前に東京都の確認を受けてから印刷してください。

■ ポスター・チラシ・看板・回覧・広報誌等を作成する際は、助成対象とならない事業と受け取られかねない

表現は避けてください。

■ 屋外で実施する事業の場合には、雨天の扱いを記載するようにしてください。

■ 事業周知は、住民の皆様（会員・非会員）に広く周知をお願いいたします。

注意事項

（例）

住民の皆様へ

防災訓練のお知らせ

下記のとおり防災訓練を実施します。皆さまふるってご参加ください。

日時：○月○日（日曜日） １０時から （雨天決行）
場所：自治会館前
訓練内容：消火訓練、応急救護訓練、炊き出し訓練

（１）、（２）の表示をする

「令和７年度東京都地域の底力発展事業助成」対象事業

（１）の表示

（２）の表示

Ａ・Ｂ区分の例

Ｃ区分の例

Ｄ区分の例

主催：東京一丁目町会

主催：東京一丁目町会 共催：東京３丁目自治会

主催：東京一丁目町会 連携団体：NPO法人△△

参加団体：東京第二町会、○○小学校PTA
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